病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和3年5月8日(土)　　　　　　　　　　　司会・記録：松村　裕美
	松村
	木村
	本川
	新山
	大久保
	苅田
	岩藤
	清川
	田口

	〇
	休
	休
	深
	〇
	準
	休
	休
	〇

	横町
	原子
	大谷地
	
	
	
	
	
	

	準
	〇
	休
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様情報＞
・杉澤　恵子様～今朝8：30体温38.4℃。COVID19・インフルエンザテスト施行し陰性。
カロナール（200）3錠　3日分処方となっています。

＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～小声での唸り声は見られているが、日課への拒否や遅れはみられません。
疎通も良好ですが、採血の促しには「ごめんなさい」と拒否続いている。主治医へも報告し、採血は本人の状態を見ながら延期で良いと指示受けています。
・小笠原　文人様～動作緩慢・呂律不良・前傾姿勢見られているが、奇異行動はみられません。指示動作も問題なく、独語や幻聴の様子はなく、他者トラブルもなく経過しています。
・袴田　隆裕様～9：30外泊訓練から帰院しています。施設では夜間の睡眠も取れ印象は良好だったと報告されていますが、漠然とした不安感から5/7　16：30にアルプラゾラム（0.4）1錠使用したと報告を受けています。帰院後は不安感の訴えはありません。次回は2泊3日の体験を行い、作業所も体験予定となっています。
・長谷川　陽一様～多弁さはなく、適度に他者交流みられています。日課は質問しながら行い、逸脱した行動はみられません。時折、質問から外れた返答聞かれていますが、再度の説明には疎通良好です。やや焦った返答聞かれており、緊張した様子見られています。
・杉澤　恵子様～8：30朝食中に脱力・倦怠感・悪寒訴え体熱感あり体温38.4℃。田名部Drへ報告し抗原検査・インフルエンザテスト実施し結果陰性。カロナール（200）3錠3日分処方となっています。以後、体温38.7℃～37.2℃、素飽和濃度92～96％で経過。呼吸苦の訴えはなく、午後になり体調がやや改善するとホールへ出る準備をするなど、活動見られ安静保持できずにいます。労作時のふらつき著明で、常に介入要していますが、不機嫌さなく応じています。
・高田　マキ様～昼食前に唐突に奇声を発する事がありますが、声掛けにも「理由が分からない」と話されています。以後も窓を開けて外に向かって叫ぶ事や、奇声を上げながら久保興介様を走って追いかけ、「あの人が抱きついてきた」と妄想発言活発です。午後からはコップに唾液を集める行為見られ、スタッフの声替えにも聴こえていない様子で天井を見ながら歩いています。おやつの時間には、「味が変わっている」と食べずに捨てる行動も見られています。他者トラブルとならないよう、行動の確認と適宜介入を行っていきましょう。
